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１．はじめに 

 映画『クラッシュ』（Crash）は，2005 年にアメリ

カで公開され，翌年に日本で公開されたポール・ハ

ギス（Paul Haggis）監督によるアメリカ映画である。

映画業界では一般的に高い評価を得ており，例えば

第 78 回アカデミー賞において，７部門にノミネー

トされ，最優秀作品賞をはじめとして３部門で最優

秀賞を受賞している。 

 映画のストーリーを簡単にまとめるとおおよそ次

のようになる。クリスマスを間近に控えたロサンゼ

ルスを舞台に，アフリカ系アメリカ人の男性刑事ウ

ォルター（Walters）が同乗し，パートナーであるヒ

スパニック系アメリカ人の女性刑事リア（Ria）が運

転する自動車が衝突事故を起こし，リアが事故の相

手であるアジア系アメリカ人のキム（Kim）と汚い

言葉で互いに激しく罵り合う場面から物語は始まる。

映画の中において，様々な人種が相互に抱くステレ

オタイプ，偏見，人種差別のために巻き込まれる事

件（出来事）が点と点を結ぶように展開され，登場

人物たちのそれぞれの視点からその事件（出来事）

が描かれている。主人公と呼べる人物は特に設定さ

れてはおらず，白人（ヨーロッパ系），アフリカ系，

ヒスパニック系，ペルシャ系，アジア系のアメリカ

人の登場人物たちが，それぞれ特定の人種に対して

ステレオタイプ，偏見や差別意識を持っていたり，

逆にステレオタイプ，偏見や差別意識を抱かれたり

している。そのために日常社会においては「クラッ

シュ（衝突）」が避けられない状態であり，彼らは言

葉には言い表せない「生きにくさ」とでも言うべき

ものを日々感じているのである。 

 これまでの先行研究では，ヴィッラルバ（José A. 

Villalba）らによって映画『クラッシュ』の多文化教

育あるいは様々な文化的背景を持つ人に対するカウ

ンセリング能力向上のための教材としての有用性が

示されているが１，作品で描かれる描写に関しての

分析はされておらず，とりわけ作品の中で重要な役

割を果たす「自動車」の描写や役割についてもほと

んど触れられてはいない。ヴィッラルバらの研究目

的は，映画を通じて生徒たちにある種の疑似体験を

させ，多文化意識を高めたり，自分自身が持つステ

レオタイプについて考えさせたり，映画の登場人物

たちのような宗教的あるいは人種的ステレオタイプ

を持つ人々とどのように対峙することができるか等

について議論させるための教材としての有用性を明

らかにすることであり，本研究目的とは必ずしも一

致しない。しかしながら作中の様々な場面で現れる

「自動車」に関連する描写を考察することは，登場

人物たちがお互いに持つステレオタイプや偏見をよ

りよく理解できるだけではなく，彼らが自動車を媒

体として，どのように自分自身が抱くステレオタイ

プや偏見を和らげていくのか，あるいは登場人物自

身がどのように変化するのかその過程を知ることは，

多文化教育やその指導者の教材として本作品を利用

する際にも，単にステレオタイプや偏見が分かりや

すく描かれた一例としてのみ取り扱うよりも役立つ
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のではないだろうか。 

よって本稿においては，映画『クラッシュ』の中

で描かれているステレオタイプ，偏見，人種差別と

それらの回避や中和の仕方について異文化間コミュ

ニケーションの枠組みからより詳細にみていくこと

によって，作品中でステレオタイプ，偏見，人種差

別に由来する「クラッシュ（衝突）」がいかにして自

動車を媒体にして回避、および中和されていくのか

を明らかにする。このことによって，本作品が描く

ステレオタイプ，偏見，人種差別の問題に対する視

点がより明確になるだけでなく，アメリカ社会が抱

えるこの問題の根深さがより明確になると思われる。 

 

２．ステレオタイプ，偏見，人種差別 

ステレオタイプとは，ある集団やその集団に属す

る者たちに対しての過度に一般化したイメージのこ

とである。それは一種のカテゴリー化であり，我々

が見知らぬ人に出会った時のステレオタイプは，ご

く自然な認知プロセスであると言える。我々がステ

レオタイプを利用するのは，この世界があまりにも

大きく，複雑であり，流動的であり，加えて情報量

が膨大であるために理解することが非常に難しいか

らである。そのために我々は入ってくる情報をフィ

ル タ ー にか け て カテ ゴ リ ー化 す る ので あ る

（Samovar 389）。しかし，あまりにも一般化しすぎ

ることは問題につながる可能性がある。このことに

ついてアドラー（Nancy J. Adler）は，次のように

その問題点を指摘している。 

 

   Stereotypes become counterproductive when 

we place people in the wrong groups, when we 

incorrectly describe the group norm, when we 

evaluate the group rather than simply 

describing it, when we confuse the stereotype 

with the description of a particular individual, 

and when we fail to modify the stereotype 

based on our actual observations and 

experience. （Adler 79） 

 

このようにある特定の条件を満たすとステレオタイ

プは問題の原因となりうる。 

 偏見は情報の欠如のために好ましくない態度や嫌

悪感が他の民族集団やその集団に属する個人に直接

向けられることを意味している。そして否定的なス

テレオタイプや偏見がさらにエスカレートした形を

人種差別と呼ぶことができるだろう。人種差別は，

ある特定の人種の優越主義に基づくものである

（Samovar 396）。 

ステレオタイプ，偏見，人種差別は通常段階的に

進むものであり，そのため否定的なステレオタイプ

と偏見，偏見と人種差別の間には明確な線引きはな

く，その境界線は曖昧に重なっていると考えられる。

当然のことながら，否定的なスレテオタイプ，偏見，

人種差別は我々の異文化間コミュニケーションに大

きな影響を及ぼす結果となりうる。 

 

３．映画『クラッシュ』に描かれるステレオタ

イプ，偏見，人種差別 

３.１ アフリカ系アメリカ人アンソニーの場合 

ア フ リ カ 系 ア メ リ カ 人 の 青 年 ア ン ソ ニ ー

（Anthony）は，白人に対しては言うまでもなく，

自分たちアフリカ系アメリカ人に対してもある種の

根拠のない非常に強い否定的なステレオタイプ，偏

見，人種差別意識を抱いている。友人のアフリカ系

アメリカ人ピーター（Peter）とレストランを出た後，

次のように不満を口にしている。 

 

アンソニー：スパゲティを１時間 32 分待たさ

れた白人がいたか？コーヒーも一

杯だけ。ウェートレスは白人の客

には何杯もお代わりを注いでいた

ぜ。 

ピーター：お代わりを頼みもしないで人種差別

はないだろ？彼女，黒人だったし。 

アンソニー：黒人女は差別しないのか？人を外

見で判断しない女を一人でも知っ

ているか？あの女，俺らを見てチ

ップを払わねえと 2 秒で即決した。

奴らの意識は変わらねえよ。 （チ

ャプター 2，下線部は筆者による） 

 

アンソニーの「奴ら」と言う言葉には，白人のみな 

らず自分と同じ人種であるアフリカ系アメリカ人に 

対しても向けられており，アンソニーが誰もがアフ 

リカ系アメリカ人に人種差別的な意識を抱いている 

という偏見に囚われていることは明らかである。 
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 そして話しをしながら歩いていた二人の前に白人

の検事リック（Rick）と妻のジーン（Jean）が歩い

て近づいてくる。ジーンはアンソニーとピーターの

姿を捉えたと思われた瞬間，自分の腕をリックの腕

に強く絡め，その光景を見たアンソニーは次のよう

に激しく反応する。 

 

アンソニー：おい，あの女何をしたか見たか？ 

ピーター：寒いからさ。 

アンソニー：俺らを見たからだ。 

ピーター：そりゃねえよ。 

アンソニー：周りを見てみろ。ここは白人ばっ

かで超安全な場所だ。なのにあの

女は，UCLA の学生風の俺らを見

てビビった。俺らがギャングに見

えっか？おっかねえか？違う。ビ

ビるのは，俺たち黒人の方だぜ。

黒人は俺らだけで，周りはカフェ

イン好きの白人と物騒なロス警察。

なのに俺たちは，ビビってない？ 

ピーター：銃があるから？ 

アンソニー：そうだ。 （チャプター 2） 

 

そしてこの台詞の後，アンソニーとピーターはジー

ンらに銃を突きつけて，彼らの SUV車を強奪する。 

 ジーンが彼女の夫リックに腕を絡め，自分の身と

クラッチバッグを守るような仕草を見せた時，アン

ソニーが語ったように彼女の視線が本当にアンソニ

ーらに向けられていたかどうかは，視聴者の目には

はっきりとはしていなかった。実際，一緒にいたピ

ーターはジーンがリックに腕を絡めたことについて，

ただ寒かったからだろうと推測している。ジーンと

リックの視線がアンソニーらに向けられたのは，む

しろアンソニーらがジーンたちのことについて何や

ら話していた時だったように視聴者には感じられた

のではないだろうか。ジーンの視線がアンソニーら

に向けられていようといまいと，それはごく一瞬の

出来事であったのは間違いないのである。このこと

からもアンソニーが抱くステレオタイプや偏見は非

常に強いものだと分かる。 

  

３.２ アフリカ系アメリカ人キャメロンの場合 

アンソニーとリックは盗んだ車を売りに行く途中，

韓国人をひいてしまい，その結果あてにしていた買

い手から車の買い取りを拒まれる。そしてアンソニ

ーとピーターは，翌日同じような SUV 車を盗もう

と試みる。その車は，アフリカ系アメリカ人でテレ

ビ局のディレクターであるキャメロン（Cameron）

のものだった。キャメロンはこの日の前夜，彼の妻

のクリスティーン（Christine）と車に乗って帰宅途

中に，白人警官のジョン（John）とトム（Tom）に

呼び止められ，彼らが何も犯していないにもかかわ

らずジョンから執拗に取り調べを受けたのだった。

ジョンによる二人に対する取り調べの仕方は，誰の

目から見ても人種差別主義者のやり方そのものであ

り，それは相棒のトムでさえも辟易するものだった。

その証拠にトムはその日の翌日，上司にパートナー

の変更を求めている。 

 ジョンのクリスティーンに対するセクハラまがい

の行為に対し，キャメロンは何も言えずただ傍観し

ていた。最終的にキャメロンは反論するどころか，

ジョンに対して謝罪の弁を述べたのだった。クリス

ティーンは帰宅後，このことに対してジョンに不満

をぶつけるとともに，この件を伝えようと警察に電

話をかけようとする。キャメロンは警察に電話など

しても無駄であり，誰も自分たち（黒人）の言い分

は聞いてくれないと話し，なんとかクリスティーン

をなだめようとする。しかし，クリスティーンの怒

りは収まらず，キャメロンに対し「あなたの心配事

は，仕事仲間に“あいつは黒人だ”と再認識されるこ

とよ」と言い放ち，キャメロンは「捕まれば，君も

“黒人の立場”が分かるさ」と言って応戦する。 

 キャメロンは，クリスティーンが述べているよう

に自分自身がアフリカ系アメリカ人であることに対

し，アメリカ社会におけるマイノリティ特有のある

種の劣等感のようなものを抱いており，また白人に

対しては自分たちが決して超えられない，あるいは

超えてはいけない壁のようなものを常に感じている

と思われる。そしてキャメロンは富も地位も得て，

キャメロン自身が抱いている「アフリカ系アメリカ

人らしさ」とでもいうべきものを捨て去り，アメリ

カ社会における主流派である白人文化に溶け込み，

自分の本当の姿や「アフリカ系アメリカ人らしさ」

というものをひっそりと隠して生きてきたのだ。実

際，キャメロンはクリスティーンに学生時代は友人

たちとアフリカ系アメリカ人俳優たちによるコメデ

ィの『コスビー・ショー』（The Cosby Show）を見

ることはしなかったと語っている。ダウニング
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（John D. H. Downing） は，『コスビー・ショー』

がアフリカ系アメリカ人の比較的裕福な家庭の家族

を主人公にしているが，それはアメリカ社会におけ

る構造的な不公平と人種差別を覆い隠すためである

と指摘しているが，キャメロンも『コスビー・ショ

ー』のなかのキャラクターたちと同じように，たと

え富と地位を現在得ていたとしても彼がアメリカ社

会においてマイノリティであるという事実は決して

消えないのである。キャメロンにとっては，『コスビ

ー・ショー』を誰かと一緒に見ることは，周りに自

分自身がアフリカ系アメリカ人であることを再認識

させることにつながるのである。キャメロン自身が

抱いている「アフリカ系アメリカ人らしさ」という

ものは，キャメロンの抱く「アフリカ系アメリカ人

に対するステレオタイプ」に置き換えることも可能

であろう。このことはキャメロンが社会における地

位は全く異なるにも関わらず，結果的にはアンソニ

ーと同じであることを暗示している。 

 翌日キャメロンは仕事現場で，自分が避けてきた

「アフリカ系アメリカ人らしさ／アフリカ系アメリ

カ人に対するステレオタイプ」の問題を突きつけら

れる。あるシーンにおけるアフリカ系アメリカ人俳

優の台詞に対し，白人のプロデューサーからアフリ

カ系アメリカ人らしくないから撮り直しをするよう

に指示される。プロデューサーの意見に対し本心で

は納得できないキャメロンであったが，白人プロデ

ューサーに反旗を翻し，プロデューサーのいう「ア

フリカ系アメリカ人らしさ」に異議を唱える勇気も

なく，ただ黙って彼の指示に従うのだった。キャメ

ロン自身がどんなに白人社会に溶け込んで，自らの

「アフリカ系アメリカ人らしさ／アフリカ系アメリ

カ人に対するステレオタイプ」を隠していたとして

も，それは以前と変わらずそこに存在し，キャメロ

ンはむしろそれらをひた隠している自分自身に対し

て苛立ちを隠せないでいた。 

 そんな時にアンソニーとピーターから自身の車を

カージャックされそうになり，キャメロンは猛然と

彼らと戦う。自動車の持ち主がアフリカ系アメリカ

人であったことに一瞬驚きを見せたアンソニーとピ

ーターに対し，キャメロンは彼らに「“ニガー”と言

ってみろ」と言ってアンソニーに殴りかかり，ピー

ターが「撃つぞ」と言ってキャメロンに銃口を向け

ても決してひるむことはなかった。キャメロンの激

しい怒りはそこに居合わせた警察官たちにも向けら

れ，キャメロンは前夜とはうって変わって彼らに汚

い言葉を浴びせかけたのだった。キャメロンから発

せられた言葉は，まさにキャメロン自身や彼の周り

の人々が持つ「アフリカ系アメリカ人に対するステ

レオタイプあるいは偏見」が土台となっている。そ

の場は，前夜の事情を知っていた白人警官のトムに

よってなんとか収められ，キャメロンはアンソニー

を車に乗せたままその場を離れる。 

 

３.３ 白人ジーンの場合 

アンソニーとピーターにカージャックされたリッ

クとジーンが帰宅すると，自宅ではヒスパニック系

アメリカ人のダニエル（Daniel）が鍵の付け替えを

行なっていた。その光景を見たジーンは，リックに

次のように言う。 

 

ジーン：朝にもう一度鍵を全て交換して。今度

はギャングをよこすなと言って。 

リック：ギャング？あの若者が？ 

ジーン：スキンヘッドに囚人のタトゥーよ。家

を出た途端に，合鍵を売るわ。  

（チャプター 3） 

 

そして「休みなさい」と言うリックに対して，ジー

ンは「ただ強盗を待つのか。銃を突きつけられたば

かりなのよ」と憤慨して言い返した。さらにジーン

はアンソニーらを避けたことについて，ただ避けた

だけで自分は人種差別主義者になるのかと言って食

い下がり，汚い言葉で罵ったのだった。ジーンの大

声は当然のことながらダニエルにも届いていたが，

彼は仕事を終えると黙って全ての鍵をジーン本人に

渡して帰っていった。実際のところ，ダニエルは娘

想いの優しい父親であり，仕事にも熱心に取り組ん

でおりギャングとは程遠い人物だった。 

 翌朝，ジーンは台所の食器の片付けがちゃんとし

ていないとヒスパニック系アメリカ人家政婦のマリ

ア（Maria）を注意する。その後友人に電話をかけ，

家政婦に対する愚痴をこぼし，自分が毎朝腹を立て

ていること，その理由が分からないことを告白する。

ジーンは毎朝腹を立てていると語っているが，実際

は四六時中腹を立てており，そのことは視聴者の目

には明らかである。彼女が語るようにこの時点では

その理由は定かではないが，ただ白人以外の人種に

対し，彼女が偏見を持った非常に厳しい目を向けて
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いることは確かである。アフリカ系アメリカ人のア

ンソニーやピーター，ヒスパニック系アメリカ人の

ダニエルやマリアに加え，検事である夫ニックのサ

ポートをしているアフリカ系アメリカ人のカレン

（Karen）に対してもリックとの浮気を疑うなど不

信感を抱いている。ジーンは白人の友人に電話で愚

痴をこぼした後，階段から足を踏み外し転落する。 

 

３.４ 白人ジョンの場合 

前述したようにジョンは，パートナーのトムとパ

トロール中にアフリカ系アメリカ人のキャメロンら

に対し人種差別的なやり方で不当な尋問を行なった。

彼のアフリカ系アメリカ人に対する人種差別は徹底

しており，それはこのパトロール直前の保険会社の

女性との電話でのやり取りからも明らかである。 

 ジョンは，尿道炎の痛みで眠れない父親のことを

相談するため保険会社に電話をかけ，相談する。そ

の際ジョンは満足のいく回答をもらえなかったこと

に腹を立て，電話の相手が自分の名前−「シャニク

ア・ジョンソン（Shaniqua Johnson）」−を名乗った

途端に，「アフリカ人のくそ女」と言い放ち，シャニ

クアはすぐに受話器を置く。ジョンは，女性のファ

ーストネームを聞いて，彼女がアフリカ系アメリカ

人であると判断し，ここでも人種差別的な言葉を浴

びせたのである。ジョンがアフリカ系アメリカ人に

対して人種差別的な意識を抱いている理由は，翌日

にシャニクアの元を訪れた際のジョンとシャニクア

の会話から推察することが可能である。ジョンは，

尿道炎に苦しむ父について次のように語っている。 

 

父親は清掃員として働いたお金で会社をはじめ，

23 人の従業員を雇っていた。従業員は全員アフ

リカ系アメリカ人であり，平等に給料を支払っ

てきた。30 年間，彼らと一緒にゴミを運んでい

たんだ。少数民族の雇用主を優先する法律がで

きて，父親は一夜にして全てを失った。会社も

家も妻も。だが恨み言は言わない。あんたたち

の利益のために全てを失った男にほんの少し手

心を加えてくれるだけでいい。そんなに大事

か？（チャプター 10） 

 

この言葉に対し，シャニクアは「お父様はご立派な

人だ。ご本人が来たら，多分ご要望通りにしたでし

ょう」と答えている。 

ジョンは，アメリカにおいて 1960 年代に過去の

長い社会的・構造的差別を償い，そして是正するた

めに導入された「アファーマティブ・アクション

（Affirmative Action）」に対する不満を述べている

と考えられる。アファーマティブ・アクションに対

する不満はジョンに限ったことではなく，1980 年代

になると多くの白人たちから「逆差別」であるとい

う声とともに高まり始めた。ジョンが「有能な白人

の男たちが職を奪われている」とシャニクアに言っ

たように，白人層のなかに「能力のある人を差し置

いて，能力のない人を採用すること」への懸念や逆

差別的な感情が生まれていたことは確かである。ま

たアファーマティブ・アクションによる人種的な配

慮が逆に人種を強調する可能性もあるだろうし，そ

の結果マイノリティ自身が劣等感を抱いたりするこ

ともありうる。またジョンの場合に見られるように

人種差別に繋がることもよくあることだ。ジョンは，

シャニクアをカテゴリー化されたアフリカ系アメリ

カ人としか見ることができていない。アファーマテ

ィブ・アクションの影響によって，ジョンの父親が

不当な扱いを受けることになったとしても，それは

シャニクアに原因がないことは誰の目にも明らかで

ある。しかし，ジョンの持つ強い偏見や人種差別意

識は，結果的にシャニクア個人との交流を阻ませて

いるといえる。 

 

４．映画『クラッシュ』に描かれるステレオタイ

プ，偏見，人種差別の回避，あるいは中和 

これまで映画の中で描かれるステレオタイプ，偏

見，人種差別についていくつか例をあげながら見て

きたが，これらのステレオタイプ，偏見，人種差別

が作品の中でどのように回避，あるいは中和されて

いくのかについて見ていく。 

 

４.１ アフリカ系アメリカ人アンソニーとキャ

メロンの場合 

アンソニーがキャメロンの車をカージャックしよ

うとした際の出来事は既述した通りであるが，キャ

メロンはこの時自分の気持ちをアンソニーと白人警

官たちにぶちまけている。前夜ジョンに不当な取り

調べを受けていた際は，キャメロンは黙って彼の指

示に従い，何を言われても，妻のクリスティーンが

何をされてもただじっと自分の気持ちを押し殺し，
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時が過ぎるのを待っていた。キャメロンは黙って，

いつものように「アフリカ系アメリカ人らしさ」と

いうものをできるだけ見えないように隠していたの

だ。それはアンソニーと白人警官たちに対して汚い

言葉で罵っている時のキャメロンとは対照的な姿だ

ったと言えるだろう。その場は，白人警官トムによ

って収められ，キャメロンは車にカージャック犯の

アンソニーを乗せたままその場を離れる。アンソニ

ーを車から降ろす時に，キャメロンは「お前は俺だ

けでなく，お前自身も貶めている」という言葉をか

けたのだった。このキャメロンの言葉は，アンソニ

ーだけではなくキャメロン自身にも向けられたもの

だと考えられる。それは，前夜に人種差別主義者の

白人警官ジョンに不当な取り調べを受けながら何も

言えなかった自分に対してであり，翌日の職場でプ

ロデューサーに「アフリカ系アメリカ人らしくない」

と言われて，やはり何も言い返すことができなかっ

た自分に対してである。 
 キャメロンは，彼自身が最も恐れていたことであ

る「アフリカ系アメリカ人（らしさ）」を否が応でも

再認識させられている。これまではこれらをひた隠

しにしてきたわけであるが，それは結局自分自身の

アイデンティティを傷つけることにも繋がっており，

彼は今アンソニーや白人警官と立ち向かい，自分の

気持ちを吐き出すことで自尊心をなんとか取り戻そ

うとしている。キャメロンはこれまでのように「ア

フリカ系アメリカ人らしさ」や「アフリカ系アメリ

カ人に対するステレオタイプ」に対してそれらがま

るで存在しないかのように無視するのではなく，再

認識することでそれらをうまく対処しようと試みて

いるのである。 
 一方，アンソニーはキャンメロンの「お前は俺だ

けでなく，お前自身も貶めている」という言葉によ

って，自分自身の行いや人種について改めて考える

機会を与えられている。アンソニーは公共バスに乗

らない理由として「公共のバスには自分たち（黒人

たち）を晒し者にするために大きな窓がついていて，

自分たちをバスに乗らせないようにしている」とピ

ーターに以前語っていたが，キャメロンの車を降り

た後は公共バスに乗っている。アンソニーはもちろ

ん移動手段がないために不承不承に公共バスに乗車

したのだろうが，バスの乗客たちをぐるりと眺め，

アメリカ社会で暮らすアフリカ系アメリカ人や白人

以外の人種の多様性を改めて知ることになる。 

アンソニーの乗るバスが彼が韓国人を轢いた場所

の近くを通った時，彼はそこにバンが残されている

ことに気づき慌ててバスを降り，バンを売りに行く

ことにする。バンを売りに行くとバンには密入国者

だと思われるタイ人やカンボジア人が 10 名以上お

り，買い手は一人当たり 500 ドルで購入すると提案

する。しかしアンソニーは彼らを売ることなく，彼

らをバンに乗せてチャイナタウンまでやってきて，

「ここはアメリカだ。時は金なりだ」という言葉と

ともにそこで全員を解放するのだった。盗みを繰り

返していたアンソニーがキャメロンとの出会いで改

心したと断言することは到底できないが，お金儲け

の機会を自ら手放し，アジア人たちに自由の機会を

与えたことはやはり見逃すことはできないだろう。 
アンソニーは以前ピーターにアフリカ系アメリカ

人から盗みをする輩に対して批判の言葉を浴びせて

いることから，彼らがアフリカ系アメリカ人のキャ

メロンの自動車を盗もうとした際に一瞬驚きのよう

なものを見せたのは偶然ではなかったと思われる。

アンソニーにとっては，それは想定外のことであり

本意ではなかったのではないだろうか。だからこそ，

キャメロンの最後の言葉がアンソニーの心に響くも

のであり，そのため自分たちと同じマイノリティで

あるアジア人を売って，お金を得ることをやめると

いう考えに至ったのではないだろうか。彼らを売る

ことは，自分を貶めることにつながるからである。 
キャメンロンの自動車を強奪しかけたことにより，

アンソニーはキャメロンと偶然出会い，二人はお互

いにアフリカ系アメリカ人が持つ偏見を抱えながら，

自らの抱える偏見と率直に向かい合うことに成功し

たといえる。またアンソニーは，残されていたバン

を偶然手に入れ，そこに乗っていた密入国者と思わ

れるアジア人を「車から出す」ことによって，彼ら

を文字通り解放しただけではなく，彼らに今後ほか

の人たちとの接触の機会を与えたと言える。 
 
４.２ 白人ジーンの場合 

 階段から足を滑らせて落ちたジーンは，ベッドで

白人の 10 年来の友人たちに以前と同じように愚痴

を聞いてもらうために電話をかけているが，皆自分

のことを優先しジーンの話に付き合ってくれること

はなかった。一人ベッドで休んでいるジーンのもと

に，家政婦のマリアがお茶を持ってきて，ジーンを

抱きかかえるようにして彼女の身体を起こす。その
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時ジーンはマリアの身体をしっかりと抱きしめなが

ら，「変な話をしていい？あなたは親友よ」と言い，

涙を浮かべるのだった。ジーンの穏やかな表情から

彼女の抱える不満や不信感がすっかり消え去ってい

くのを視聴者は感じたはずである。 
 ジーンが抱えていたヒスパニック系アメリカ人で

あるダニエルやマリアに対する不信感は，外見など

に由来する根拠のないステレオタイプや偏見である

が，ジーン本人はそのことには気づいてはいなかっ

たのだ。グディカンスト（William B. Gudykunst）

は，ステレオタイプは他の集団に所属する人々の行

動に関して，ある期待を抱かせると述べている。我々

は，無意識に自分たちの期待が正しいと思い込み，

それを肯定しようとするのである。しかもこのよう

な行為は，特に「偏見とは無縁」というアイデンテ

ィ テ ィ を 出 し た い よ う な 条 件 下 で 起 こ る

（Gudykunst 126）。この条件は，「アフリカ系アメ

リカ人を見ただけで自分は人種差別主義者なのか」

と言い放ったジーンにも当てはまるだろう。ジーン

は，前述したようにマリア個人との直接的な接触を

介して，いとも簡単にこの偏見を捨て去ることがで

きたことがわかる。個人的特徴に基づいて我々がコ

ミュニケーションをする時，脱カテゴリー化，脱ス

テレオタイプ化が起こるのである。 
 
４.３ 白人ジョンの場合 

 ジョンは，保険会社のシャニクアとの面談の後に

自動車事故に遭遇する。一台の車は横転しガソリン

が漏れており，もう一台の車からは火の手が上がり

そうな状況だった。ジョンが横転している車のもと

に駆けつけると，そこには昨夜自分がセクハラまが

いの取り調べをしたクリスティーンが閉じ込められ

ていた。クリスティーンは，ジョンが昨晩の警官で

あることがわかると「触らないで」と言って激しく

抵抗する。しかし，ジョンは彼女に非常に優しく，

丁寧な態度と言葉遣いで接することに徹底する。ジ

ョンは「膝に手を回しますよ」と声をかけてからク

リスティーンの身体に触れ，クリスティーンが不快

な思いをしないよう最大限の配慮をすると，クリス

ティーンの態度も徐々に軟化し，ジョンに対し信頼

を置くようになる。火の手が上がり，ジョンとクリ

スティーンの元にも及ぶとジョンの同僚がジョンを

無理やり引きずって車から出すが，ジョンは再び車

に戻りクリスティーンを助け出すことに成功する。 

 前夜ジョンとクリスティーンは同じように二人の

そばに車がある状態で出会っているが，その時はジ

ョンが行なったアフリカ系アメリカ人であるクリス

ティーンらに対する態度は，クリスティーン個人で

はなく，アフリカ系アメリカ人というカテゴリー化

されたものに対する態度であったことは明白である。

しかしながら自動車事故の場面においては，ジョン

はクリスティーンを個人として扱っており，マリア

の場合と同じように脱カテゴリー化に成功している

と言える。皮肉にも「クラッシュ＝（自動車）衝突」

は，修復不可能と思われたジョンとクリスティーン

の関係性を劇的に立て直したのだった。 
 
５．自動車の役割 

 ホフステード（Geert H.Hofstede）は，異なる文

化的背景を持つ集団のメンバーがお互いに信頼関係

を打ち立てるためには，これらの集団の人々が平等

な立場で出会い，交流できる環境が必要であると述

べている（Hofstede 388）。映画の中では，我々が想

像する理想的な「平等な立場で出会い，交流できる

環境」は登場人物たちには残念ながら与えられては

いない。しかしステレオタイプや偏見によらず相手

と向き合える環境が，まさにアンソニーとキャメロ

ンが出会ったカージャックの場面であり，ジョンと

クリスティーンが出会った自動車の衝突現場の場面

だったと言える。どちらも車を媒体として生きるか

死ぬかという究極的な場面が作り上げられており，

それはある意味お互いに平等な立場であったと言え

るだろう。だからこそこれらの場面において彼らは

自分自身が持つステレオタイプや偏見を捨て，カテ

ゴリー化というフィルターを一切通さずに，お互い

に「個」として率直に交流できたと考えられる。つ

まり，本作品において自動車は登場人物たちに「平

等な立場で出会い，交流できる環境」を与える役割

を果たしているといえる。 
 映画の冒頭でアフリカ系アメリカ人の男性刑事ウ

ォルターは，作品の舞台となっているロサンゼルス

で暮らす人々が「触れ合い」を求めていると語って

いる。ロサンゼルスでは，人々はたいてい車の中に

いるために触れ合うことができないでいるが，実際

はぶつかり合って「何かを実感したいのだ」と彼は

述べている。ウォルターの指摘通り，映画の中でも

人々はたいてい車に乗っていて事件に遭遇している。
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白人ジーンは抵抗する術もなくアフリカ系アメリカ

人アンソニーらに SUV 車を強奪され，アフリカ系

アメリカ人のキャメロンと妻のクリスティーンは，

ドライブ中に白人警官ジョンから不当な取り調べを

受けている。言うまでもなく，これらの事件は事件

関係者双方に，つまり相手のみならず自らの人種に

関するステレオタイプや偏見について思いをめぐら

せ，そのステレオタイプや偏見をより一層強くする

ことにつながっている。しかし同時に映画の中では

人々は車を媒体として，時には「クラッシュ（自動

車の衝突）」が原因で，文字通りぶつかり合うことで，

言い換えるならばステレオタイプや偏見を捨て，カ

テゴリー化することをやめ，そこに存在している「自

分」だけではなく，自分を取り巻く人々について「個」

として改めて実感することにつながっていると考え

られる。してみれば，車はウォルターが語ったよう

に人々との率直な交流を阻むだけではなく，ウォル

ターが望んでいた率直な交流を促進する側面も併せ

持つことが分かる。しかしながら映画の冒頭とほぼ

同じように，自動車同士が衝突し，様々な人種の運

転手らが互いに罵り合う場面でエンディングを迎え

ていることを考慮すると，先述したように確かに自

動車は「平等な立場で出会い，交流できる環境」を

生むひとつのきっかけを与える役割は果たしている

ものの，そのきっかけによって「何かを実感」し，

率直な交流ができるか否かは，あくまでも個人に委

ねられていることを暗示しているように思われるの

である。 

 

６．まとめ 

映画『クラッシュ』においては，アメリカ社会に

おける様々な人種による様々な人種に対する否定的

なステレオタイプ，偏見，人種差別が描かれている。

異文化集団に対するステレオタイプや偏見は，実際

の出来事をも歪めてしまう可能性がある。それは，

アフリカ系アメリカ人アンソニーの白人ジーンに対

する見方，あるいは接し方，白人ジーンのヒスパニ

ック系アメリカ人のダニエルやマリアに対する見方，

あるいは接し方に表れていた通りである。ジーンは，

アンソニーたちにアフリカ系アメリカ人であるとい

う理由だけで警戒心を抱いて夫であるニックに腕を

絡めたわけではないし，ダニエルはジーン宅の鍵の

付け替え作業に従事していただけであり，彼の仕事

ぶりや性格と彼がスキンヘッドでタトゥーがあるこ

とは本来全く関係がないのである。 
現代社会においても同じように多くの人々は他者

をカテゴリー化して，ステレオタイプや偏見といっ

たフィルターを通して他者との接触を図ろうとして

いる。だからこそヴィッラルバらは，多文化教育や

様々な文化的背景を持つ人を相手とするカウンセラ

ーの養成のために本映画をある種の疑似体験のため

のツールとして活用することの有用性を指摘してい

るのだ。しかしながら，映画には様々な文化的背景

を持つ人々がクラッシュ（衝突）するだけではなく，

自動車を媒体として「平等な立場で出会い，交流で

きる環境」が与えられることによって，登場人物た

ちが抱えるステレオタイプや偏見といった思いが中

和されたり，解消されたりしていく過程も描かれて

いる。したがって「平等な立場で出会い，交流でき

る環境」が異文化コミュニケーションを円滑に図る

うえでいかに重要であるのかを知っておくことや，

そのような環境が映画で描かれているように我々の

想像をはるかに超える場面によってももたらさせる

可能性があることを認識しておくことは，多文化・

異文化に関わる教育においても大いに役立つと考え

られる。 
本映画は，自動車を媒体として「平等な立場で出

会い，交流できる環境」を生むきっかけを与えるこ

とによって我々にアメリカ社会における人種差別に

関する問題の回避や中和について希望を与えてはい

るが，いまだその問題の根がいかに深いかというこ

とも改めて訴えかけていると言えよう。 

 
 

注 

1 José A. Villalba, “Crash: Using a Popular Film 

as an Experiential Learning Activity in a 

Multicultural Counseling Course.” Counselor 

Education and Supervision Vol. 47, Issue 4. （23 

December, 2011） 
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